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岡
垣
町
行
政
改
革
推
進
委
員
会
の
７
回
目
の
会
議
が
11
月
２
日
に
岡
垣
町

役
場
で
行
わ
れ
、
前
回
提
案
さ
れ
た
５
項
目
の
審
議
と
、
新
た
に
８
項
目
が

提
案
さ
れ
、
協
議
を
行
い
ま
し
た
。
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委
員
会
と
し
て
の
方
向
性

町
か
ら
団
体
や
個
人
に
助
成
し
て
い

る
補
助
金
を
見
直
し
適
切
な
支
出
に
努

め
る
こ
と
と
、
当
面
は
一
律
削
減
を
行

わ
ず
、
更
な
る
歳
出
の
削
減
が
必
要
な

場
合
に
再
度
検
証
を
行
う
こ
と
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

委
員
の
主
な
意
見

◆
枠
を
消
化
し
な
け
れ
ば
次
年
度
の
予

算
が
獲
得
で
き
な
い
と
い
う
弊
害
が

生
じ
な
い
よ
う
に
、
毎
年
予
算
枠
の

見
直
し
を
し
て
ほ
し
い
。

委
員
会
と
し
て
の
方
向
性

予
算
編
成
を
見
直
し
、
需
用
費
な
ど

の
管
理
的
な
経
費
に
一
定
の
削
減
率
を

決
め
、
歳
出
の
削
減
を
図
る
枠
配
分
方

式
の
導
入
を
試
行
的
に
取
り
組
む
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
の
主
な
意
見

◆
基
金
へ
の
積
み
立
て
は
賛
成
だ
。
公

共
施
設
整
備
の
目
的
だ
け
で
は
な

く
、
比
較
的
自
由
に
活
用
で
き
る
財

政
調
整
基
金
へ
の
積
み
立
て
も
計
画

的
に
行
う
べ
き
だ
。

委
員
会
と
し
て
の
方
向
性

町
有
財
産
を
売
却
し
て
得
る
収
入
を

活
用
し
て
、
公
共
施
設
の
老
朽
化
に
よ

る
建
て
替
え
や
改
修
に
備
え
た
公
共
施

設
整
備
基
金
の
設
置
を
行
い
、
計
画
的

に
積
み
立
て
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

委
員
会
と
し
て
の
方
向
性

公
認
会
計
士
な
ど
に
よ
る
外
部
監
査

制
度
の
導
入
を
検
証
し
ま
し
た
が
、
現

行
の
内
部
監
査
が
効
果
を
発
揮
し
て
い

る
こ
と
と
、
導
入
費
用
が
過
大
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
将
来
の
課
題
と
し
て
検
討

す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
の
主
な
意
見

◆
勤
務
成
績
を
適
正
に
評
価
し
て
処
遇

に
反
映
す
る
こ
と
は
良
い
と
思
う

が
、
職
員
が
評
価
に
対
し
て
不
満
を

持
っ
た
と
き
の
対
策
が
必
要
だ
。

委
員
会
と
し
て
の
方
向
性

公
正
・
公
平
で
客
観
的
な
基
準
に
基
づ

き
、努
力
し
た
職
員
が
適
正
に
評
価
さ
れ
、

処
遇
に
反
映
さ
せ
る
勤
務
評
価
制
度
を
見

直
す
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

８
項
目
が
提
案
さ
れ
、
協
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
第
８
回
委
員
会
で
方
向
性

が
確
認
さ
れ
ま
す
。

住
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
を
実
現
す
る
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
の
諸

計
画
を
策
定
す
る
と
き
の
各
段
階
で
、
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

制
度
な
ど
の
手
法
を
用
い
て
住
民
参
画
の

場
を
設
け
、
意
見
を
計
画
に
反
映
さ
せ
る

こ
と
が
提
言
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
の
主
な
意
見

◆
行
政
が
作
っ
た
計
画
を
住
民
に
押
し

付
け
る
の
で
は
な
く
、
住
民
の
意
見

を
取
り
入
れ
な
が
ら
策
定
す
る
こ
と

で
、
計
画
の
実
行
が
ス
ム
ー
ズ
に
い

く
だ
ろ
う
。

住
民
と
行
政
の
情
報
交
換
と
ま
ち
づ

く
り
へ
の
住
民
参
画
を
図
る
た
め
、
地

域
懇
談
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
。
町
の
政
策
を
広
く
周
知
し

意
見
交
換
を
行
う
「
ま
ち
づ
く
り
ト
ー

ク
」と
、
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
う「
地
域
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
」

の
２
つ
を
進
め
ま
す
。

委
員
の
主
な
意
見

◆
対
話
行
政
の
推
進
は
重
要
と
思
う

が
、
い
か
に
住
民
を
参
画
さ
せ
る
か
、

ま
ち
づ
く
り
に
関
心
を
持
た
せ
る
か

が
重
要
だ
。

◆
地
域
の
要
望
は
ま
ち
づ
く
り
の
予
算

に
も
関
連
す
る
の
で
、
行
政
と
懇
談

す
る
場
が
あ
れ
ば
有
意
義
に
な
る
だ

ろ
う
。

内
部
的
な
改
革
を
行
う
こ
と
で
組
織

強
化
を
図
り
、
今
後
も
行
政
や
各
種
団

体
と
協
働
し
な
が
ら
、
地
域
に
根
ざ
し

た
福
祉
活
動
の
推
進
を
担
う
こ
と
が
提

言
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
の
主
な
意
見

◆
社
会
福
祉
協
議
会
が
担
う
福
祉
事
業

は
、
独
立
採
算
は
無
理
な
の
で
今
後

前
回
提
案
さ
れ
た
項
目
の

審
議
と
方
向
性
の
確
認

今
回
提
案
さ
れ
た
項
目

予
算
の
枠
配
分
方
式
の
導
入

外
部
監
査
制
度
の
導
入

住
民
の
参
画
に
よ
る
計
画
策
定

勤
務
評
価
基
準
の
見
直
し

地
域
懇
談
会
の
開
催

社
会
福
祉
協
議
会
の
改
革

評
価
基
準
の
導
入
に
よ
る

補
助
金
の
見
直
し

将
来
の
財
政
需
要
に
備
え
た

基
金
の
積
み
立
て

第
７
回
行
政
改
革
推
進
委
員
会
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も
町
か
ら
の
補
助
金
が
必
要
だ
ろ

う
。
財
政
力
を
強
化
す
る
た
め
に
、

会
費
の
徴
収
を
検
討
す
べ
き
だ
が
、

郡
内
の
状
況
な
ど
を
参
考
に
し
て
判

断
す
べ
き
だ
。

町
立
保
育
所
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
民
間
へ
移
譲
す
る
こ
と
の
検
証

結
果
が
提
言
さ
れ
ま

し
た
。
施
設
の
改
築

時
期
や
財
政
的
な
効

率
、
職
員
の
処
遇
な

ど
を
考
慮
し
な
が

ら
、
将
来
２
か
所
の

う
ち
１
か
所
を
民
間

移
譲
す
る
方
向
性
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
の
主
な
意
見

◆
町
が
定
め
た
エ
ン

ゼ
ル
プ
ラ
ン
な
ど

を
基
本
に
、
保
育

所
が
担
う
子
育
て

支
援
と
い
う
角
度

か
ら
の
検
証
を
重

視
し
た
い
。
単
純

に
財
政
的
な
比
較

だ
け
で
判
断
す
べ

き
で
は
な
い
。

◆
保
育
の
質
が
低
下

し
な
い
よ
う
に
配

慮
す
べ
き
だ
。

町
が
所
有
す
る
公
共
施
設
、
公
用
車

な
ど
の
資
産
や
広
報
印
刷
物
に
民
間
企

業
を
Ｐ
Ｒ
す
る
広
告
を
掲
載
し
、
広
告

収
入
を
得
る
こ
と
で
自
主
財
源
の
確
保

を
図
る
取
り
組
み
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。

委
員
の
主
な
意
見

◆
す
で
に
多
く
の
自
治
体
で
実
施
さ
れ

て
い
る
。
岡
垣
町
で
も
取
り
組
み
を

行
う
べ
き
だ
。

第
４
次
総
合
計
画
や
ま
ち
づ
く
り
の

諸
計
画
の
各
施
策
を
実
現
す
る
た
め

に
、
国
が
進
め
る
規
制
の
特
例
措
置
で

あ
る
構
造
改
革
特
区
制
度
や
、
地
域
活

性
化
と
雇
用
の
創
造
を
目
的
と
し
た
地

域
再
生
制
度
の
活
用
を
積
極
的
に
図
る

こ
と
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
の
主
な
意
見

◆
行
政
だ
け
で
考
え
る
の
で
は
な
く
、

広
く
住
民
に
ア
イ
デ
ア
を
求
め
る
こ

と
も
必
要
だ
ろ
う
。

ご
み
・
し
尿
処
理
業
務
や
消
防
業
務

な
ど
を
広
域
的
に
行
っ
て
い
る
遠
賀
中

間
広
域
行
政
事
務
組
合
や
、
介
護
保
険

事
業
を
行
っ
て
い
る
福
岡
県
介
護
保
険

連
合
に
つ
い
て
、
効
率
的
な
運
営
の
あ

り
方
を
検
証
し
た
結
果
が
提
案
さ
れ
ま

し
た
。

委
員
の
主
な
意
見

◆
遠
賀
中
間
広
域
行
政
事
務
組
合
が
行

っ
て
い
る
業
務
に
つ
い
て
検
証
さ
れ

た
内
容
を
構
成
団
体
の
一
員
と
し
て

提
言
し
て
ほ
し
い
。

◆
介
護
保
険
広
域
連
合
の
中
で
は
、
岡

垣
町
の
給
付
費
が
平
均
値
よ
り
低

い
。
広
域
連
合
を
脱
退
す
れ
ば
介
護

保
険
料
も
安
く
な
る
よ
う
だ
が
、
将

来
高
齢
化
が
進
ん
だ
時
の
こ
と
も
考

え
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。

一
定
の
条
件
に
基
づ
き
政
策
提
案
を

行
う
こ
と
で
人
事
異
動
の
希
望
を
か
な

え
る
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
と
、
管
理

職
の
役
職
定
年
制
度
や
退
職
日
を
見
直

す
こ
と
で
、
組
織
の
活
性
化
を
図
る
こ

と
な
ど
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
の
主
な
意
見

◆
役
職
定
年
や
退
職
日
の
改
定
で
組
織

の
活
性
化
を
図
る
こ
と
は
重
要
だ
。

問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
室
へ

町
立
保
育
所
の
民
間
移
譲
の
検
証

広
域
行
政
の
推
進

新
た
な
人
事
異
動
制
度
に
よ
る

組
織
活
性
化

会
議
録
の
公
開

行
政
改
革
推
進
委
員
会
の
会
議
録

は
、
岡
垣
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
し
て
い
ま
す
。

行政改革推進委員会とは
行財政構造改革プログラムを策定
するにあたり、住民や学識経験者の
意見を広く聴くために設置された委
員会です。
委員会では、町長から意見を求め
られた構造改革プログラム案につい
て協議し、12月末までに答申を提出
する予定です。
町長はこの答申を踏まえて、議会
と協議を行い、構造改革プログラム
を策定します。

▲11月24日、中部保育所で行われた誕生会の様子。町立保育所は、延長保育や障害児保育など
専門性の高いサービスを提供しています

広
告
収
入
に
よ
る

歳
入
増
へ
の
取
り
組
み

構
造
改
革
特
区
の
活
用
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職　　種 一般事務職員
採用人数 １人程度
対　　象 昭和50年4月2日から昭和63年4月1日ま

でに生まれた人※条件により受験できな
い場合があります

申し込み 平成18年1月15日(日)までに岡垣町社会
福祉協議会にある申込書を提出。郵送は
書類が完備しているものに限ります

【１次試験】
と　き 平成18年1月29日(日)
ところ いこいの里
内　容 教養・適性試験

申し込み・問い合わせ
岡垣町社会福祉協議会へ

償
却
資
産
と
は
、
町
内
で
事
業
を
し

て
い
る
個
人
・
法
人
が
、
そ
の
事
業
の

た
め
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
資
産(

法

人
税
・
所
得
税
で
い
う「
減
価
償
却
費
」

と
し
て
必
要
経
費
に
算
入
で
き
る
資
産)

を
い
い
、
固
定
資
産
税
の
対
象
に
な
り

ま
す
。
平
成
18
年
１
月
31
日
(火)
ま
で
に

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

償
却
資
産
の
例

○
構
築
物
＝
門
扉
、
擁
壁
、
駐
車
場
舗

装
、
広
告
塔
な
ど

○
機
械
・
装
置
＝
旋
盤
、
ポ
ン
プ
、
ベ

ル
ト
コ
ン
ベ
ア
な
ど

○
船
舶
・
航
空
機

○
車
輌
・
運
搬
具
＝
大
型
特
殊
自
動
車

(

パ
ワ
ー
シ
ョ
ベ
ル
・
フ
ォ
ー
ク
リ
フ

ト
な
ど)

○
工
具
・
器
具
・
備
品
＝
パ
ソ
コ
ン
、

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
机
、
い
す
、
ロ
ッ

カ
ー
な
ど

※
固
定
資
産
税(

家
屋)

・
自
動
車
税
・

軽
自
動
車
税
の
対
象
に
な
る
も
の
は

除
き
ま
す

問
い
合
わ
せ

税
務
課
へ

対
象
者
は
、
平
成
18
年
１
月
10
日
(火)

ま
で
に
農
業
委
員
会
へ
申
請
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

対
　
象

平
成
18
年
１
月
１
日
現
在
、

岡
垣
町
に
住
所
が
あ
り
昭
和
61
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
次
の
こ

と
に
当
て
は
ま
る
人

○
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
で
耕
作
の
業

務
を
営
む
人

○
右
記
の
人
と
同
居
し
て
い
る
親
族
か

配
偶
者
で
、
お
お
む
ね
60
日
以
上
耕

作
に
従
事
し
て
い
る
人

問
い
合
わ
せ

岡
垣
町
選
挙
管
理
委
員

会(

総
務
課)

へ

平
成
17
年
１
月
２
日
か
ら
平
成
18
年

１
月
１
日
ま
で
の
間
に
、
家
屋
を
取
り

壊
し
た
り
、
住
宅
用
の
土
地
を
買
い
足

し
た
り
し
た
と
き
は
、
来
年
度
の
固
定

資
産
税
額
が
変
わ
り
ま
す
。
次
の
場
合

は
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

【
家
屋
】

○
法
務
局
に
登
記
し
て
い
な
い
家
屋(

倉

庫
・
物
置
・
車
庫
な
ど
を
含
む)

を
取

り
壊
し
、
岡
垣
町
税
務
課
に
届
け
出

を
し
て
い
な
い

○
法
務
局
に
登
記
し
て
い
る
家
屋
を
取

り
壊
し
た
が
、
取
り
壊
し
の
登
記
を

し
て
い
な
い

【
土
地
】

○
住
宅
用
家
屋
の
敷
地
を
広
げ
る
た
め

お
知
ら
せ

役場・教育委員会 1282―1211

情報プラザ人の駅 1281―2005

こども未来館 1281―5501

東部公民館 1282―0035

中央公民館 1282―0162

西部公民館 1282―7476

町民武道館 1282―6111

岡垣サンリーアイ 1282―1515

社会福祉協議会 1283―2940

シルバー人材センター 1282―4688

いこいの里在宅介護支援センター

1283―0033

岡垣在宅介護支援センター 1282―5167

岡垣東部在宅支援センター 1282―5103

岡垣町公式ホームページアドレス
http://www.town.okagaki.fukuoka.jp
まちの情報や過去の広報おかがき
などを見ることができます

償
却
資
産
、
申
告
し
て
く
だ
さ
い

土
地
・
家
屋
に
変
更
が
あ
っ
た

と
き
は
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い

忘
れ
ず
に
申
請
し
ま
し
ょ
う

岡
垣
町
農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
登
録
申
請

社会福祉協議会職員募集

償却資産の計算方法

取得１年目の評価額

取得価格×(１－償却率÷２)

２年目以降の評価額

前年評価額×(１－償却率)

※償却率は、法人税・所得税
の率と同じです(定率法)。
償却資産の評価額が合計
150万円以下の事業者の固
定資産税は免税されます

社会福祉協議会職員募集
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に
隣
接
す
る
土
地
を
買
い
足
し
た

り
、
造
成
な
ど
を
行
っ
た

※
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
現

在
、
登
記
簿
ま
た
は
課
税
台
帳
に
所

有
者
と
し
て
登
記
、
登
録
し
て
い
る

人
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
届
け
出
は
早

め
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

税
務
課
へ

中
小
企
業
者
に
対
し
、
無
担
保
・
第

三
者
保
証
人
不
要
な
資
金
供
給
を
行
い

ま
す
。
審
査
結
果
に
よ
っ
て
は
希
望
に

添
え
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

対
　
象

次
の
こ
と
を
す
べ
て
満
た

し
、
申
込
金
融
機
関
が
推
薦
す
る
中
小

企
業
者

○
県
内
に
主
な
事
業
所
が
あ
り
、
業
歴

が
１
年
以
上
あ
る

○
申
込
金
融
機
関
と
の
正
常
な
融
資
取

引
が
１
年
以
上
あ
る

○
県
税(

事
業
税
ま
た
は
、
県
・
市
町
村

民
税)

を
完
納
し
て
い
る

【
概
要
】

融
資
限
度
額

五
千
万
円(

無
担
保
保
険

の
範
囲
内)

連
帯
保
証
人

１
人(

法
人
は
代
表
者
、

個
人
は
事
業
継
承
予
定
者)

資
金
使
途

運
転
資
金
・
設
備
資
金
※

土
地
、
建
物
の
購
入
を
除
く

貸
付
期
間

10
年
以
内

貸
付
金
利

金
融
機
関
所
定
金
利

保
証
料

年
１
・
３
５
％
以
下

返
済
方
法

分
割
返
済

取
扱
金
融
機
関

福
岡
銀
行
、
西
日
本

シ
テ
ィ
銀
行
、
遠
賀
信
用
金
庫
な
ど
29

金
融
機
関

問
い
合
わ
せ

県
信
用
保
証
協
会
1
０

９
２
‐
４
１
５
‐
２
６
０
５
、
県
経
営

金
融
課
1
０
９
２
‐
６
４
３
‐
３
４
２

４
へ石

綿(

ア
ス
ベ
ス
ト)

に
さ
ら
さ
れ
る

仕
事
を
し
て
い
た
人
は
、
将
来
、
原
発

性
肺
が
ん
・
中
皮
腫
な
ど
の
健
康
被
害

が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
疾
病
が

仕
事
に
原
因
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
場

合
は
労
災
補
償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

労
働
基
準
監
督
署
1
６

２
２
‐
６
５
５
０
へ

い
じ
め
な
ど
の
人
権
問
題
、
家
庭
内

や
近
隣
関
係
の
も
め
ご
と
、
相
続
、
登

記
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
人
権
擁

護
委
員
が
応
じ
ま
す
。
相
談
無
料
、
秘

密
は
固
く
守
り
ま
す
。

と
　
き

12
月
21
日
(水)
午
後
１
時
30
分

〜
４
時

と
こ
ろ

東
部
公
民
館

問
い
合
わ
せ

法
務
局
北
九
州
支
局
1

５
６
１
‐
３
５
４
２
へ

年末年始の診療 年末年始の診療 年末年始の診療 年末年始の診療 
【内科・小児科】 
診 療 日　12月31日(土)～1月3日(火) 
　　　　　　午前9時～午後5時 
　　　　　　※1月1日(日)は正午～午後5時 
診 療 場 所　遠賀・中間休日急病センター 
　　　　　　1201－9999 
問い合わせ　遠賀・中間広域行政事務組合 
　　　　　　1293－3581へ 

【歯　科】 
診療日 

12月29日(木) 
30日(金) 
31日(土) 

１月 1日(日) 
　2日(月) 
3日(火)

くまがい歯科医院 
にのみや歯科医院 
仲道歯科医院 
末森歯科医院 
三阪歯科医院 
三浦歯科医院 

岡垣町桜台12－1 
岡垣町吉木1935－1 
水巻町頃末南1－13－27 
遠賀町松の本1－4－11 
中間市太賀1－2－3 
岡垣町高陽台1－12－5

283－2112 
282－1800 
201－1233 
293－4448 
244－0315 
282－4848

医院名 住　所 電話番号 

診 療 時 間　午前10時～午後5時※事前に問い合わせが必要 
問い合わせ　遠賀歯科医師会1202－1460へ 

元
気
フ
ク
オ
カ
資
金

石
綿
疾
病
、
補
償
し
ま
す

12月20日(火)に岡垣町防犯協
会の防犯委員が、チラシや防犯啓
発物品を配布する、年末防犯キャ
ンペーンを町内6か所で実施しま
す。
この取り組みは、身近な場所で

衝撃的な犯罪が増加している情勢
の中で、防犯思想の普及を図り、
犯罪のない明るく住みよい地域社
会の実現を目指して毎年行ってい
ます。
これを機に防犯への関心を持

ち、犯罪が減少することを願いま
す。
問い合わせ 岡垣町防犯協会

(地域づくり課)へ

年末防犯キャンペーン

相
　
　
談

人
権
相
談
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県
で
は
、
個
人
や
家
庭
の
新
た
な
ニ

ー
ズ
に
応
え
る
サ
ー
ビ
ス
産
業
を
新
生

活
産
業
と
位
置
付
け
、
育
成
・
振
興
す

る
た
め
の
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

と
　
き

平
成
18
年
１
月
21
日
(土)
・
22

日
(日)
・
28
日
(土)
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ

セ
ル
ブ
第
１
ビ
ル(
小
倉
北

区)内
　
容

新
生
活
産
業
分
野
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
、
起
業
に
必
要
な
経
理
・
財

務
の
知
識
、
事
例
研
修
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ン
の
作
成
・
発
表
な
ど

募
集
人
数

30
人(

先
着
順)

受
講
料

一
万
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

新
生
活
産

業
起
業
・
創
業
集
中
講
座
事
務
局
1
０

９
２
‐
７
１
１
‐
３
１
６
６

楽
し
み
な
が
ら
基
本
操
作
を
学
び
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
情
報
検
索

を
体
験
し
ま
す
。

と
　
き

平
成
18
年
１
月
10
日
(火)
、
24

日
(火)

○
一
回
目
＝
午
前
９
時
〜
11
時

○
二
回
目
＝
午
後
１
時
〜
３
時

と
こ
ろ

情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅

対
　
象

町
内
在
住
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
未
経
験
者

定
　
員

各
６
人
※
先
着
順

参
加
費

無
料

申
し
込
み

12
月
18
日
(日)
か
ら
27
日
(火)

ま
で
に
情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
へ

※
当
日
は
、
午
後
４
時
ま
で
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
コ
ー
ナ
ー
は
利
用
で
き
ま
せ
ん

問
い
合
わ
せ

情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
へ

国
税
に
関
す
る
意
見
・
要
望
な
ど

を
、
事
務
運
営
の
改
善
に
役
立
て
、
納

税
者
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数

１
人

任
　
期

平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
１

年
間

対
　
象

20
歳
以
上
の
北
九
州
市
若
松

区
、
中
間
市
、
遠
賀
郡
在
住
者

※
国
や
地
方
公
共
団
体
の
議
員
や
公
務

員
、
平
成
12
年
度
以
降
の
国
税
モ
ニ

タ
ー
経
験
者
は
応
募
で
き
ま
せ
ん

申
し
込
み

平
成
18
年
１
月
25
日
(水)
ま

で
に
、
若
松
税
務
署
に
あ
る
応
募
用
紙

を
郵
送
か
持
参
。
福
岡
国
税
局
ホ
ー
ム

ぺ
―
ジ
か
ら
も
応
募
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

若
松
税
務
署
1
７
６

１
‐
２
５
３
６
へ

福
岡
地
方
裁
判
所
で
は
、
次
の
言
語

の
通
訳
人
候
補
者
を
随
時
募
集
し
て
い

ま
す
。

○
ア
ラ
ビ
ア
語
○
イ
タ
リ
ア
語
○
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
語
○
ベ
ト
ナ
ム
語
○
ウ
ル
ド

ゥ
語
○
英
語
○
シ
ン
ハ
ラ
語
○
中
国
語

(

広
東
語
、
上
海
語)

○
ド
イ
ツ
語
○
ト

ル
コ
語
○
パ
ン
ジ
ャ
ビ
語
○
フ
ィ
リ
ピ

募
　
　
集

講
　
　
座

新
生
活
産
業
の
起
業
・
創
業
講
座

パ
ソ
コ
ン
若
葉
マ
ー
ク
教
室

〜
は
じ
め
よ
う
！
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
〜

国
税
モ
ニ
タ
ー
に
な
り
ま
せ
ん
か

通
訳
人
候
補
者

アイデアに富んだ楽しい手づくりの年賀状を駅前
ぎゃらりーに展示しませんか？展示作品は人気投票
を行います。上位作品には記念品をプレゼント！ま
た投票者の中からも抽選を行います。投票の詳細は、
『広報おかがき』1月10日号でお知らせします。
展示期間 平成18年1月16日(月)～31日(火)
応募作品
年賀はがきの裏面
※つなげて10枚まで使用できます。2枚以上使用した作品は、中央公民館に持参してく
ださい。展示用ネームプレートは氏名だけです。裏面をそのまま展示するので、住所
などが出て不都合な人は事前に消してください。個人あての文面は避けてください。

応募方法
【郵送で】 〒811-4242 岡垣町吉木西1-1-1中央公民館内

「駅前ギャラリー年賀状展～2006～｣係へ
※はがきの表に住所・氏名・年齢・電話番号・行政区を記入するなど、応
募者が分かるようにしてください。

【応募箱へ】中央・東部・西部公民館、役場1階総合案内、情報プラザ人の駅、岡垣郵便
局にある応募箱に投かん

締め切り 1月6日(金)
問い合わせ 駅前ぎゃらりー運営実行委員会(中央公民館内)へ

年賀状を駅前ぎゃらりーに飾りませんか？年賀状を駅前ぎゃらりーに飾りませんか？



第３位 ひまわりチーム(中
西・安田・木原・竹下・岩崎)

と　き 10月23日
ところ 松ヶ台グラウンド
優　勝 海老津ニュースター

ズ
準優勝 野間レンジャーズ
第３位 山田ビクトリー

と　き 10月23日
ところ ウエーブアリーナ
優　勝 サトリーレック
準優勝 ＴＲＡＰ
第３位 ガンバ岡垣

と　き 10月29日
ところ 町民総合グラウンド
優　勝 松永博治・宮下ナツミ
準優勝 古島徳雄・肥後徹

第３位 稲生トクイ・森茂

と　き 10月23日
ところ 町民体育館
優　勝 中嶋チーム(中嶋・
松本・瀬戸口・外山)
準優勝 宮下チーム(宮下・
安心院・前田・吉住)
第３位 男座チーム(男座・
山下・西嶋・中山・田中)

と　き 10月23日
ところ 町民テニスコート
《１部》
優　勝 岩崎公生・岩崎郁代
準優勝 松下正則・西森千鶴子
第３位 三川正一・小松茂子
《２部》
優　勝 松丸繁実・木下紀代
準優勝 田中英昭・田中直美
第３位 森山浩二・鶴丸史恵
《３部》

優　勝 阿部喜久夫・阿部キ
ヌエ

準優勝 神屋種義・神谷さとみ
第３位 田中光夫・田中京子

と　き　10月23日
ところ 町民総合ラウンド
優　勝 小林　一及
準優勝 山口　　功
第３位 山浦　　剛

と　き 10月30日
ところ 水巻町民弓道場
《有段女子の部》
準優勝 小林　玲子

と　き 11月1日
ところ 海の中道海浜公園
優　勝 中谷　　孝

第26回少年軟式野球新人戦

グラウンドゴルフ
岡垣郵便局長杯交歓大会

女子バレーボール選手権大会

水巻町弓道大会

インディアカ秋季大会

ミックスダブルス硬式テニス大会

第７回玄界灘オープン
ペタンク交流大会 スポーツフェスタふくおか

スポレク祭グラウンドゴルフ大会

7

と　き 10月9日
ところ 高倉神社弓道場
《松組》
第３位 来田　忠義

と　き 10月9日
ところ 高倉神社境内
《５人抜き》
安永兼梧・鶴林真法・麻生
舜・安永吏志・伊藤大修・神
田真吾・市川麻衣
《３人抜き》
見増優一

と　き 10月18日
ところ すぱーく岡垣
優　勝 さるびあチーム(松
本・村上・松丸・竹井・村田)
準優勝 りんどうチーム(大
和・太田・石松・藤田・高橋)

がんばった人にマル　─スポーツ結果─

高倉神社秋季奉納弓道大会

高倉神社秋季奉納剣道大会

親善ふれあいゲートボール大会

い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト

と
　
き

12
月
16
日
(金)
午
後
６
時
30
分

〜
７
時

と
こ
ろ

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

出
演
者

関
か
お
り
・
西
秀
美
・
深
浦

朋
子(

エ
レ
ク
ト
ー
ン
・
ピ
ア
ノ)

曲
　
目

ク
リ
ス
マ
ス
メ
ド
レ
ー
　
ほ

か※
入
場
無
料

第
３
回
シ
サ
イ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
〜
エ
ク
ア
ド
ル
の
こ
ど
も
た

ち
の
た
め
に
〜

と
　
き

１
月
15
日
(日)
午
後
３
時

と
こ
ろ

ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル(

全
席
自

由)入
場
料

○
一
般
三
千
円
○
小
中
学
生

二
千
円
※
当
日
は
五
百
円
増
し

サ
ン
リ
ー
ア
イ
カ
ル
チ
ャ
ー
フ
ェ
ス
タ

「
バ
イ
オ
リ
ン
・
チ
ェ
ロ
入
門
講
座
」

発
表
会

と
　
き

１
月
８
日
(日)
午
後
２
時
※
終

了
後
、
無
料
体
験
会
が
あ
り
ま
す

と
こ
ろ

小
ホ
ー
ル

※
入
場
無
料

文
化
箏
千
代
の
会
新
春
コ
ン
サ
ー
ト

と
　
き

１
月
29
日
(日)
午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ

小
ホ
ー
ル

※
入
場
無
料

サ
ン
リ
ー
ア
イ
文
化
講
座
受
講
生
募
集

【
女
声
コ
ー
ラ
ス
】

と
　
き

第
１
・
２
・
３
木
曜
日
午
前

10
時
〜
正
午

と
こ
ろ

小
ホ
ー
ル

受
講
料
・
維
持
費

九
千
九
百
円(

３

か
月
分)

※
文
化
講
座
新
規
入
会
者
は
入
会
金
が

必
要
で
す
。
見
学
で
き
ま
す

ノ
語(

タ
ガ
ロ
グ
語)

○
フ
ラ
ン
ス
語
○

ヘ
ブ
ラ
イ
語
○
ペ
ル
シ
ャ
語
○
ベ
ン
ガ

ル
語
○
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
○
マ
レ
ー
語
○

ミ
ャ
ン
マ
ー
語
○
モ
ン
ゴ
ル
語
○
ロ
シ

ア
語

問
い
合
わ
せ

福
岡
地
方
裁
判
所
1
０

９
２
‐
７
８
１
‐
３
１
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今回の
表　紙

11月26日、吉木小学校でもちつき大会が行われました。児童たちは、教室で米の大切さを学んだ後、約120キログラムの
もちをつきました。寒々しい天気の中、みんなでおいしそうにほくほくともちをほおばっている風景がとても印象的でした。

この時期になると、オーストラリアで過ごした
クリスマスを思い出します。プレゼントなどの買
い物、家族との夕食、イルミネーションなどの習
慣は日本とあまり変わらないと思います。しかし、
テレビで放映される宣伝やショッピングセンター
の違いに気が付きました。オーストラリアでは、
テレビ・コマーシャルで商品の宣伝に加え、国内
外の貧困者支援団体の宣伝が増え、クリスマスの
贈る気持ちを貧困者支援に向けさせます。また、
ショッピングセンターでは支援団体が情報提供会
場を設け、パンフレットを配布したり、寄付金を
集めたりします。このような活動を日本であまり
見かけないことに興味がわきました。調べたらび
っくり！実は現在、日本の国際協力団体は400以
上あるといわれ、世界100か国以上で活躍してい
ます。しかし、その多くは、欧米の団体に比べ規
模が小さく、一般の人々に広く知らせることが困
難な状況です。
多くの人々が｢何をすれば良いのか」｢1人の支援

は影響が本当にあるのか」｢NGO※団体を支援した
いけれど、たくさんあって選ぶのが大変」と、混乱

クリスマスのもう一つの一面

しながら何もしない状況を続けてしまいます。し
かし、1人での支援は意外に重要です。英会話の受
講生が言いました。「枯木も山のにぎわい(何かあ
るのは何もないよりもましだ）」1人での協力は少し
だが、何人かの協力が重なると大きな物になり助
かるので、とても重要です。例えば、役場で国際
交流員が使用済み切手・テレホンカードを集めて
います。これらを集めてNGOに送ると、換金され
て支援活動に役立てら
れます。たくさん集め
ることで、より大きな
貢献になるでしょう。
みんなの協力や支援
で、一人でも多くの人
たちの未来を明るくす
ることができると思い
ますよ！
※NGO 非政府組織。平
和、人権の擁護、環境
保護、支援などの分野
で活動している

戸切・山田小学校の3年生と、海老津小学校

の6年生が外国人教師を招き、国際理解を深める

ための授業を受けました。韓国人の教師と一緒

に、民話やゲーム、民族衣装の試着、料理など、

楽しく韓国の文化を勉強しました。中国の文化

を紹介する授業もあり、米は中国から伝わった

ことや、少数民族がたくさんいることなどを学

びました。韓国も中国も日本の隣の国です。言

葉が理解できたら、さらに広く文化を理解でき

るでしょう。今後、ほかの小学校でも授業が行

われます。

また、11月25日から、内浦・吉木・海老津

小学校の順に一週間ずつ韓国固
コ

城
ソン

郡の児童の絵

を紹介しました。｢僕らが描いている絵と同じ

だ｣という声を聞きました。絵画を通じて、固城

郡の生活環境を理解できたと思います。

今後は、町内の小学生が描いた絵を中国・韓

国・フィリピンに紹介する予定です。

問い合わせ 岡垣国際交流協会1282‐0549へ
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▲露天風呂に入りました。オース
トラリアには「温泉」文化があり
ません。初めはショックを受け
たけど、最近ようやく慣れてき
ました

ボクらの絵と同じだ！ ▼韓国固城郡の児童が描いた絵を見る小学校の児童たち

▲毎年年末に、JET(語学指導等
を行う外国青年招致事業)参加
者がベトナムでボランティア
を行います


